









The structure of SeviL, a GM1b/asialo-GM1 binding R-type 


































る asialo-GM1＊2と GM1b＊3への結合能を有するレクチン SeviL を発見した。







asialo-GM1 と GM1b という糖鎖に特異的に、強く結合することが明らかとな
っている(図 1)。このようにレクチンが特異的、かつ強い結合をすることは珍し
く、特に asialo-GM1 にのみ特異的に結合する例は本件が初めてである。 
本研究では SeviLの構造・機能を、X線結晶構造解析をはじめとする構造生物



















































遺伝子を、制限酵素(NdeI/BamHI)を使用して pET28 ベクターに組み込んだ。 
作製したプラスミド DNA を用いて大腸菌 BL21(DE3)株を形質転換させた。
LB 培地を用いて 37°C で振盪培養、O.D.600が 0.6程度となったところで IPTG




















高エネルギー加速器研究機構の Photon Factory BL17A(茨城県つくば市)にて
X 線回折実験を行なった。回折強度データを XDS、aimless で処理し、初期位
相は自動分子置換パイプライン Balbesを用いて決定した。構造の構築と修正は
COOT、構造精密化には構造解析プログラムパッケージ PHENIX を使用した。 
 
5) 等温滴定型熱量測定(ITC) 








リファレンス溶液(50 mM リン酸緩衝液, pH6.8, 100 mM NaCl)420 uL、リフ
ァレンスと同じ溶媒に溶解させた 30 uM SeviLを 400 uL用意し、超遠心分析
機 Optima XL-I(Beckman Coulter)を用いて沈降速度法による測定を行った。





15Nで標識した SeviLを発現させた。サンプルを 50 mM リン酸緩衝液, pH6.8, 
20 mM NaCl, 7% D2O に溶解させ、asialo-GM1 の存在下、また非存在下で
HSQC 測定を行い、リガンド結合に関与するアミノ酸残基を解析した。 
またリガンド側の相互作用に関与する部位を特定するため、SeviL と GM1-b





ギ赤血球を分注し、そこに 20 uL SeviL(10 ug/mLからスタートし、2倍ずつ希





SeviL は 0.1 M citric acid, 
pH3.5, 3 M NaCl、 asialo-
GM1 との複合体結晶は 0.1 M 








GM1 複合体は分解能 1.6Å、空間群は P4121に属していた。どちらの結晶も非
対称単位中に 2分子の SeviLが存在した。 
表1. X線回折実験の結果および精密化の統計値


























































asialo-GM1 非存在下、および存在下で測定した HSQC スペクトルを比較する
























図4. AUCの測定結果 (Kamata K et al. Sci. Rep. 10, 22102 (2020))
図5. NMR測定の結果 (Kamata K et al. Sci. Rep. 10, 22102 (2020))
(A) 2D 1H-15N HSQCスペクトル。スペクトルは、asialo-GM1の濃度によっ
て⾊分け (0 mM(⿊), 0.05 mM(⻘), 0.1 mM(シアン), 0.2 mM(緑), 0.3 mM(⻩), 




















1) SeviLの結晶構造(Apo体、asialoGM1 複合体)を決定することができた。 
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＊4 R 型レクチン 
リシンというレクチンにちなみ名付けられたレクチン家系。100 残基強のアミ
ノ酸からなり、3つの繰り返しドメインが回転対称に配置されるβトレフォイル
構造と呼ばれる立体構造を持つ。動植物をはじめ、微生物にまで幅広く分布して
おり、多様な糖鎖結合特異性を持っている点も特徴である。 
